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住 民 の 動 き
平成23年5月末現在（　）内は前月比
人　口� 33,629人（＋20）	 15歳未満� 5,431人（＋11）	

　男　� 16,190人（＋９）	 65歳以上� 5,574人（−５）	

　女　� 17,439人（＋11）	 平均年齢　41.23歳	

世帯数� 12,452戸（＋２）	

　６月３日、北小学校５年生児童が藤井隆夫さん（住吉字江端）の指導で、田植え
を行いました。初めての体験に最初はとまどっていた児童も、上手に植えられるよ
うになりました。
　秋には稲刈りをし、とれたお米でご飯をたきます。毎日食べているごはんが、ど
のようにして作られているのか、総合学習の一環として毎年行っています。
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　後期高齢者医療制度に加入されている方を対象に、糖尿病などの生活習慣病の早期発見や重
症化の予防のため、健康診査を実施します。
　健康診査の対象となる方には『健康診査受診券』をお送りしますので、ぜひ受診しましょう。

●入院をされていない方
　　　　または　
　生活習慣病と診断されていない方………平成23年８月（予定）

●上記以外の方で、おおむね１年間血液検査や尿検査をしていない方
　�　平成23年８月以降準備が出来次第、役場健康推進課に健康診査申込書を備え付けますので、
受診を希望される方は、健康推進課に健康診査申込書を提出してください。

●平成23年１月１日から平成23年９月30日までの間に後期高齢者医療制度に加入された方
　�　加入時期に応じ、次のとおり５月から10月までの間に健康診査申込書を送付します。入院を
されていない方または生活習慣病と診断されていない方で受診を希望される方は、広域連合事務
局までお申し込みください。受診券を後日送付します。

　    　健康診査申込書の送付時期（予定）
     　 ① １月１日から３月31日までの間に加入された方……… ５月
   　   ② ４月１日から５月31日までの間に加入された方……… ６月
  　    ③ ６月１日から７月31日までの間に加入された方……… ８月
  　    ④ ８月１日から９月30日までの間に加入された方………10月

　入院をされていた方または生活習慣病と診断された方は、すでに健康状態を把握され、
医師の指導を受けていると考えられることから、健康診査の対象者から除いています。

健診項目　　身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査
受診費用　　無料
受診期間　　受診券を受け取られたときから平成23年12月末日まで

健康診査受診券をお送りする時期

※生活習慣病とは、生活習慣が発症原因に深く関わっていると考えられる病気で、糖尿病、高血圧
性疾患、脂質異常症、虚血性心疾患、その他心疾患、くも膜下出血、脳内出血、脳梗塞、脳動脈硬
化、その他脳血管疾患、動脈硬化があります。

県後期高齢者医療広域連合事務局事業課　徳島市川内町平石若松７８番地１（☎６７７・３６６６）

平成23年度後期高齢者医療制度の健康診査

健康診査受診券をお送りする時期

区　分 接種回数 案内時期 変 更 前 変 更 後
１期（初回） ２回 ３歳 生後６月から90月 ４歳以上20歳未満１期（追加） １回

2期 １回 ９歳 ９歳以上13歳未満 ９歳以上20歳未満

　平成17 ～ 21年度にかけての積極的勧奨差し控えにより、接種の機会を逸した方に対して、特例措置として定
期の日本脳炎予防接種の対象年齢が拡大されました。接種ご希望の方は保健センターにお申し込みください。	

日本脳炎予防接種の接種年齢の拡大
（平成7年6月1日から平成19年4月1日生まれの方へ）

 保健センター（☎692・8658）
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生
活
習
慣
病
は
発
症
す
る
ま
で
は
、
ほ

と
ん
ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
発
症

し
て
か
ら
で
は
治
療
に
時
間
も
費
用
も
か

か
り
ま
す
。
特
定
健
診
で
自
分
の
健
康
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
病
気
の
発
症
や
重
症

化
を
予
防
、早
め
の
治
療
を
し
ま
し
ょ
う
。

７
月
初
旬
ご
ろ
特
定
健
診
の
受
診
券
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
同
封
の
特
定
健
康
診
査

実
施
機
関
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各

医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
期
間　
受
診
券
を
受
け
取
っ
て
か
ら

12
月
末
ま
で

　

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
委
員
一
般

選
挙
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

選
挙
期
日
（
投
票
日
・
開
票
日
）

　
　
　

７
月
10
日
（
日
）

　

告
示
日
（
立
候
補
届
出
日
）

　
　
　

７
月
５
日
（
火
）

　

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
立
候
補
予
定
者
、
関
係
者
の
方
は
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

　

日
時　
６
月
23
日（
木
）午
後
１
時
30
分
時
か
ら

　

場
所　
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
６
）

　

６
月
は
、
町
県
民
税
（
第
１
期
）・
国
民

健
康
保
険
税（
第
２
期
）と
介
護
保
険
料（
第

２
期
）
の
納
付
月
で
す
。

　
　

納
期
限
は
、
６
月
27
日
で
す
。

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で

に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

　

特
別
徴
収
の
方
は
、
６
月
受
給
の
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

※
口
座
振
替
契
約
を
解
除
す
る
場
合
に
は
、

解
約
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

転
出
・
婚
姻
等
、
世
帯
状
況
に
異
動
が
あ

っ
た
場
合
で
も
、
自
動
的
に
解
約
と
は
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

税
金
は
税
務
課

　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
７
〜
３
１
１
８
）

　
　

保
険
料
は
健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
５
）

　

認
知
症
等
に
よ
り
徘
徊
行
動
の
あ
る
高
齢

者
が
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
た
端
末
機
を
所
持

す
る
こ
と
で
、
徘
徊
し
て
行
方
不
明
に
な
っ

た
場
合
に
、
早
期
に
そ
の
居
場
所
を
把
握
し

事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
と
と
も
に
、
介
護

者
の
介
護
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
事
業
で

す
。

　

町
で
は
専
用
端
末
機
を
貸
与
す
る
た
め
の

初
期
経
費
等
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
は
、
毎
月
の
利
用
基
本
料
金
と
位

置
情
報
検
索
料
金
等
の
負
担
が
必
要
で
す
。

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
３
７
・
３
１
７
５
）

受
診
対
象
者  

藍
住
町
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上
74
歳
以
下
の
方

※
４
月
１
日
以
降
に
藍
住
町
国
民
健
康
保

険
の
加
入
手
続
き
を
さ
れ
た
方
で
、
受
診

券
が
届
か
な
い
方
は
健
康
推
進
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
９
月
30
日
ま
で
に
75
歳
に
達
す
る
方
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

受
診
機
関   

特
定
健
康
診
査
実
施
機
関

自
己
負
担
金　
１
，
０
０
０
円

 
健
康
推
進
課（

☎
６
３
７
・
３
１
１
５
）

私
は
健
康
だ
か
ら
大
丈
夫
！
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
も

毎
年
特
定
健
診
を
受
け
て
い
る
あ
な
た
も

　
あ
な
た
と
家
族
の
た
め
に
特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

認
知
症
高
齢
者
見
守
り
事
業

藍
住
町
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

住
民
税
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
も
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い 

　

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を

を
う
け
る
た
め
に
は
、給
与
支
払
報
告
書
・

確
定
申
告
書
に
「
住
宅
借
入
金
控
除
可
能

額
」
と
「
居
住
開
始
年
月
日
」
が
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

必
要
な
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

と
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

○
源
泉
徴
収
票
・
確
定
申
告
書
に
必
要
な

事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

○
居
住
開
始
年
月
日
が
平
成
19
・
20
年
中

の
住
宅
に
つ
い
て
は
本
制
度
の
適
用
は
あ

り
ま
せ
ん
。

 

税
務
課
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
７
）

  

今
月
の
税
金
と
保
険
料
の

　
　
　
　 

納
付
の
お
知
ら
せ

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
式
を

　　　　　  

迎
え
る
皆
さ
ん
へ

　

町
で
は
毎
年
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・

金
婚
を
迎
え
た
ご
夫
婦
に
記
念
品
を
お

渡
し
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
９
月
開
催

の
「
敬
老
の
つ
ど
い
」
へ
ご
招
待
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
次
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
８
月
31
日
ま
で

に
役
場
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

１�

．
昭
和
26
年
に
結
婚
さ
れ
た
、

　
　
　

成
婚
60
年
目
の
ご
夫
婦

　

２�

．
昭
和
36
年
に
結
婚
さ
れ
た
、

　
　
　

成
婚
50
年
目
の
ご
夫
婦

　

確
認
の
た
め
、
婚
姻
年
月
日
等
を
お

聞
き
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

福
祉
課
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）
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５
月
13
日
か
ら
22
日
の
10
日
間
、
関
西
広

域
連
合
宮
城
県
チ
ー
ム
の
第
９
陣
と
し
て
宮

城
県
南
三
陸
町
に
赴
き
、
避
難
所
物
資
の
運

搬
や
瓦
れ
き
撤
去
な
ど
の
支
援
活
動
に
従
事

し
ま
し
た
。

　

報
道
か
ら
南
三
陸
町
の
様
子
は
あ
る
程
度

予
想
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
現
地
に
立
っ

て
み
る
と
、
高
台
を
除
い
て
平
地
の
部
分
は
数

キ
ロ
内
陸
ま
で一
面
の
瓦
れ
き
。
か
つ
て
役
場

が
あ
っ
た
あ
た
り
に
は
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
て

い
た
防
災
対
策
庁
舎
の
骨
組
み
し
か
残
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
１ｍ
前
後
の
地
盤
沈
下

に
よ
り
、
満
潮
時
に
は
海
水
が
道
路
を
遡
上

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
景
色
が
続
き
、

想
像
を
は
る
か
に
超
え
る
津
波
の
威
力
を
見

せ
つ
け
ら
れ
、声
も
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

派
遣
期
間
中
、
震
度
３
程
度
の
余
震
が
毎
日

続
い
て
お
り
、
揺
れ
の
前
に
ゴ
ォ
ー
と
い
う
地

鳴
り
を
伴
う
た
め
、
独
特
の
恐
怖
感
が
あ
り

ま
し
た
。
宿
泊
先
で
は
わ
ず
か
な
揺
れ
で
も
、

「
余
震
か
」
と
目
が
覚
め
ま
し
た
。

　

南
三
陸
町
の
建
物
の
６
～
７
割
が
り
災
し
た

よ
う
で
す
が
、
過
去
の
津
波
の
経
験
に
よ
り

多
く
の
方
が
地
震
直
後
に
高
台
に
避
難
し
た

と
の
こ
と
で
す
。
や
は
り
防
災
は
日
ご
ろ
の
心

構
え
が
大
事
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

私
が
訪
れ
た
と
き
は
、
震
災
か
ら
２
か
月

が
経
っ
て
お
り
、
送
電
線
の
復
旧
工
事
や
仮

設
住
宅
の
建
設
な
ど
、
各
所
で
復
興
の
第
一歩

が
始
ま
って
い
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
か
ら
届

け
ら
れ
る
数
々
の
支
援
物
資
や
、
炊
き
出
し
、

瓦
れ
き
の
撤
去
に
訪
れ
る
多
く
の
団
体
・
個
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
に
日
本
の
底
力
を
見
る

思
い
が
し
ま
し
た
。

　
い
ま
な
お
多
く
の
方
が
親
戚
や
知
人
宅
に

身
を
寄
せ
、
あ
る
い
は
避
難
所
で
集
団
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。
未
曾
有
の
災
害
で
あ
り
、

復
興
の
道
の
り
は
容
易
で
は
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
今
回
の
支
援
業
務
を
通
じ
て
、
さ
さ
や

か
な
が
ら
復
興
の一
助
に
な
れ
た
こ
と
を
あ
り

が
た
く
思
い
ま
す
。
今
後
も
私
な
り
に
被
災

地
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

柳
野
孝
佳
副
主
任

（
下
水
道
課
）

被
災
地
支
援

３階建て屋上まで津波に飲み込まれた防災庁舎。
隣接していた役場庁舎は跡形なく流失している。

 被災地ルポ

２

あいずみ子どもフェスティバルの開催
　

５
月
29
日
、
藍
住
子
育
て
環
境
づ

く
り
「
あ
いっこ
」
の
主
催
で
、
第
14

回
あ
い
ず
み
子
ど
も
フェス
テ
ィ
バ
ル
が

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  

当
日
は
、
台
風
の
影
響
で
、
あ
い
に

く
の
雨
で
し
た
が
、
約
２
０
０
人
の
親

子
連
れ
ら
の
参
加
が
あ
り
、
～
作
って

あ
そ
ぼ
う
！
楽
し
く
あ
そ
ぼ
う
！
～

を
テ
ー
マ
に
、
製
作
、
昔
あ
そ
び
、
水

あ
そ
び
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ナ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
の
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
は
、
迫
力
満
点

の
演
技
に
子
ど
も
た
ち
は
固か

た

唾ず

を
の

ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、〝
お
も
い
を
つ
な
げ
る
わ
〟

で
は
「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
！
」
を
合

い
言
葉
に
、
被
災
地
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
輪
に
し
て
飾
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
色
々
な
体
験
を
通

し
、楽
し
い
１
日
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

  

町
親
子
会
連
合
会
が
活
動
の
一
環
と
し
て

毎
年
、
じ
ゃ
が
い
も
を
栽
培
し
、
５
月
下
旬

に
な
る
と
親
子
で
楽
し
く
収
穫
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
季
節
は
ず
れ
の
台
風
の
影
響
で

楽
し
み
に
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
の
収
穫
体

験
は
で
き
ず
、
代
わ
り
に
親
子
会
連
合
会
役

員
ら
が
収
穫
し
ま
し
た
。

　

連
合
会
で
は
、
こ
の
収
穫
し
た
じ
ゃ
が
い

も
を
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
皆
さ
ん
に

食
べ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
５
月
31
日
に
復
興

を
願
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添

え
、
岩
手
県
大
船
渡
市
の
避
難
所
へ
送
付
し

ま
し
た
。

　

被
災
地
に
は
継
続
し
た
支
援
が
必
要
で

す
。
今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

親子会連合会
じゃがいもを被災地へ

（
南
三
陸
町
）
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行政相談活動に功績

田子統子氏（矢上）
に感謝状

　

長
年
の
行
政
相
談
活
動
の
功
績
に
対
し
、
行

政
相
談
委
員
の
田
子
統
子
氏
（
矢
上
）
に
、
徳

島
行
政
評
価
事
務
所
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
仕
事
に
関
す
る
苦

情
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、
そ
の
解
決
の
促

進
に
努
め
て
お
り
、
国
民
の
身
近
な
相
談
相
手
、

行
政
と
の
懸
け
橋
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

５
月
13
日
、
鳴
門
藍
住
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
や
農
家
の
協
力
を
得
て
、
西
小

学
校
３
年
生
の
児
童
が
畑
で
人
参
の
収

穫
体
験
や
糖
度
検
査
を
し
ま
し
た
。

　

収
穫
体
験

で
は
畑
の
土

が
思
っ
た
以

上
に
柔
ら
か

く
、
簡
単
に

抜
く
こ
と
が

で
き
た
の

で
、
歓
声
を

あ
げ
な
が
ら

楽
し
く
収
穫

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
糖
度
検
査

で
は
人
参
と
イ
チ
ゴ
が
同
じ
ぐ
ら
い
の

糖
度
が
あ
る
こ
と
に
驚
き
、
興
味
が
さ

ら
に
深
ま
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
こ
の

日
、
収
穫
し
た
人
参
の
ジ
ュ
ー
ス
と
ス

テ
ィ
ッ
ク
を
畑
で
お
い
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。　

　

こ
れ
ら
は
人
参
に
つ
い
て
の
総
合
学

習
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

来
年
３
月
ま
で
学
習
す
る
予
定
で
す
。

西小児童が
人参の学習

生
産
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

か
ぼ
ち
ゃ
の
品
種
で
あ
り
な
が
ら
、

炒
め
物
・
ス
ー
プ
・
煮
込
み
な
ど
、

ど
ん
な
料
理
に
も
合
う
ズ
ッ
キ
ー
ニ
。

　

ぜ
ひ
、
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

今
月
は
イ
タ
リ
ア
ン
に
欠
か
せ
な
い

野
菜
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
な
じ
み
が
薄
い
食
材
で

し
た
が
、
１
９
８
０
年
代
に
イ
タ
リ
ア

料
理
が
定
着
し
た
頃
か
ら
、
栽
培
が
盛

ん
に
な
り
、
ス
ー
パ
ー
や
産
直
市
で
も

よ
く
見
か
け
ら
れ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
各
種
新
作
物
の
試
作
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
る
藍
住
町
新
作
物
研
究

会
の
方
が
生
産
し
て
い
ま
す
。
生
産
を

始
め
た
の
は
６
年
前
で
、
従
来
か
ら
あ

る
野
菜
と
同
じ
よ
う
に
家
庭
で
手
軽
に

使
え
る
野
菜
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
心

を
込
め
て
作
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

形
は
丸
型
の

も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
日
本
で

は
キ
ュ
ウ
リ
を

一
回
り
大
き
く

し
た
よ
う
な
細

長
い
形
の
も
の

が
多
く
出
回
っ

て
い
ま
す
。
色

は
緑
・
薄
黄

緑
・
黄
色
が
あ
り
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
仲
間
で

す
が
、完
熟
し
て
か
ら
収
穫
す
る
か
ぼ
ち
ゃ

と
違
い
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
は
開
花
後
５
日
か

ら
７
日
の
未
成
熟
な
実
を
食
べ
ま
す
。
歯

ご
た
え
、
味
は
ナ
ス
に
似
て
お
り
、
ほ
の

か
な
甘
味
が
あ
り
淡
泊
で
す
。
ま
た
、
花

の
部
分
も
食
用
に
さ
れ
、
開
花
直
前
に
収

穫
し
た
花
付
き
の
ズ
ッ
キ
ー
ニ
は「
花
ズ
ッ

キ
ー
ニ
」
と
呼
ば
れ
、人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

ズ
ッ
キ
ー
ニ

は
、
カ
ロ
テ
ン

や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

が
豊
富
で
風
邪

の
予
防
や
美

肌
に
効
果
あ

り
、
し
か
も
低
カ
ロ
リ
ー
。
油
と
一
緒

に
と
る
こ
と
で
カ
ロ
テ
ン
の
吸
収
率
が

高
ま
り
ま
す
。
煮
込
み
料
理
の
ほ
か
、

鉄
板
焼
き
、
フ
ラ
イ
な
ど
に
も
向
い
て

い
る
の
で
他
の
夏
野
菜
と
一
緒
に
た
く

さ
ん
食
べ
た
い
も
の
で
す
。

　

ズ
ッ
キ
ー
ニ
を
選
ぶ
と
き
は
、
切
り

口
が
新
し
く
、
皮
に
艶
の
あ
る
も
の
、

太
さ
が
均
一
で
あ
ま
り
大
き
す
ぎ
な
い

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
保
存
す
る
と

き
は
、
ラ
ッ
プ
や
新
聞
紙
な
ど
に
包
ん

で
、
涼
し
く
て
風
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ

か
、
冷
蔵
庫
の
野
菜
室
に
。
日
持
ち
し

な
い
の
で
な
る
べ
く
早
く
使
い
切
り
ま

し
ょ
う
。

※�

ズ
ッ
キ
ー
ニ
を
使
っ
た
夏
野
菜
料
理

の
レ
シ
ピ
を
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

載
せ
て
い
ま
す
。

 

建
設
産
業
課

　
　
　
　
　
（
☎
６
３
７・
３
１
２
０
）

藍
住
町
の

特
産
野
菜 

ズ
ッ
キ
ー
ニ

　

５
月
20
日
、
役
場
前
で
板
野
交
通
安
全
協
会
藍
住

分
会
、
板
野
警
察
署
ら
の
方
々
が
、
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
幟
旗
や
ハ
ン
ド
プ
レ
ー
ト
を
手
に
持

ち
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
登
校
途
中
の
生
徒
に
交
通
安
全

の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

徳
島
県
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
減
っ
て
き
て
い

る
も
の
の
、
死
亡
事
故
件
数
は
わ
ず
か
な
が
ら
増
え

て
い
ま
す
。
そ
の
特
徴
と
し
て
、
高
齢
者
、
夜
間
、

歩
行
者
の
事
故
件
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
の
無
い
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

交通死亡事故
ゼロキャンペーン

※�

こ
の
日
と
17
日
の
学
習
風
景
は
６
月
20

日（
月
）午
前
７
時
45
分
か
ら
55
分
、
午

前
11
時
30
分
か
ら
40
分
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ

プ
レ
ミ
ア
ム
放
送
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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農
業
用
使
用
済
み
生
産
資
材
廃
棄
物
は
、

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
環
境
保
全
上
の
支
障
が
な
い
よ

う
に
適
正
な
処
理
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
当
協
議
会
で
は
、
次
の
と
お
り
回
収
処

理
を
行
い
ま
す
。　

日　
時

　

６
月
18
日
（
土
）

　
　

午
前　

住
吉
地
区

　
　

午
後　

住
吉
・
藍
園
全
地
区　

　

６
月
19
日
（
日
）

　
　

午
前　

徳
命
地
区
・
中
富
地
区

　
　

午
後　

奥
野
地
区
・
富
吉
地
区

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時　

雨
天
決
行

場　
所

　

藍
住
西
小
学
校　

西
側
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

対　
象

①�

農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
（
塩
ビ
・
酢
ビ
・
Ｐ

Ｏ
系
）・
肥
料
袋
・
ポ
リ
ポ
ッ
ト
寒
冷
紗
・

灌
水
チ
ュ
ー
ブ

②
塩
化
ビ
ニ
ー
ル

③�

コ
ン
テ
ナ
・
あ
ぜ
な
み
・
育
苗
箱
・
Ｔ
ポ

ー
ル
・
ダ
ン
ポ
ー
ル
【
２
ｍ
以
内
に
切
断

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
】
に
限
る

料　
金　
１
㎏
当
た
り　

８
円
（
税
込
）

注
意
事
項

　

品
目
毎
の
回
収
の
た
め
、
①
②
③
に
分
別

を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。　
　

　

最
大
積
載
量
を
守
り
、車
の
両
側
面
に『
産

廃
運
搬
車
』
の
表
示
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

係
員
の
指
示
に
従
っ
て
、
通
行
し
て
く
だ

さ
い
。

　

搬
入
前
後
に
、
西
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
重
量
を
測
定
し
て
く
だ
さ
い
。

 

板
野
郡
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
協

議
会　

藍
住
支
部
（
Ｊ
Ａ
板
野
郡
東
部
営
農

経
済
セ
ン
タ
ー
内
）（
☎
６
７
２・
７
８
７
０
）

エコスタイル
実 施 中

　

消
費
電
力
削
減
の
た
め
、
毎
年
６
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
夏
の
エ
コ
ス

タ
イ
ル
（
軽
装
）」
を
前
倒
し
し
て
、
５
月
16
日
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。
期

間
の
終
了
も
10
月
31
日
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。
男
性
職
員
は
、
ノ
ー
ネ
ク
タ

イ
、
ノ
ー
上
着
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
は
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
期
間
中
の
庁

舎
内
の
室
温
を
28
℃
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

総
務
課
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
１
）

農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
処
理
は
適
正
に

橋の寿命を長くする計画の橋梁点検結果の公表
  この点検は、町が管理する今後老朽化する道路橋の増大に対応するため、長寿命化修繕計画を策定するこ
とにより、従来の事後的な修繕と架け替えから予防的な修繕と架け替えへと円滑な政策転換を図るとともに、
道路橋の長寿命化ならびに道路橋の修繕と架け替えに係る経費の縮減を図りつつ、地域の道路網の安全性・
信頼性を確保することを目的として行いました。
　今回の点検では、国補事業の採択基準を満たす供用長15ｍ以上の17橋梁を点検対象とし、その点検結果
を次のとおり公表します。
　なお、今回の点検結果を基に、平成23年度には、藍住町橋梁長寿命化計画の策定を予定しています。

　　　　　○公表内容　・対象橋梁位置図
　　　　　　　　　　　・橋梁点検結果の概要
　　　　　　　　　　　・藍住町橋梁長寿命化計画策定（案）
　　　　　○公表方法　　建設産業課窓口と町ＨＰにて公表
　　　　　○公表期間　　平成23年６月15日（水）〜平成24年３月30日（金）

 建設産業課（☎６３７・３１２２　ＦＡＸ ６３７・３１５２）
　　　Ｅメール：aizumi@town.aizumi.tokushima.jp
　　※橋梁点検結果に関する詳細な資料は、町ホームページに掲載しています。
　　　町ホームページ　http://www.town.aizumi.tokushima.jp/
　　※ホームページを利用されない方は、建設産業課に同様の資料を準備しています。
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国 保 の は な し
国保のしくみ 国保に加入する人

　藍住町国民健康保険は町が運営しています。
　運営に係る費用は、国・県・町からの補助金な
どのほか皆さんの納める保険税によって支えられ
ています。
　このため、病気やけがをしたときに、医療費の
一部を負担するだけで済み、安心してお医さんに
かかることができます。

　藍住町に住んでいるすべての人が国保の加入
者 ｢被保険者｣ になります。ただし、他の健康
保険（職場の健康保険組合や共済組合など）の
加入者とその家族、生活保護を受けている人、
後期高齢医療制度加入者などは除きます。

 《
学
生
納
付
特
例
申
請
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

簡
素
化
》

　　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
平
成

22
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て

い
る
方
で
、
平
成
23
年
度
も
引
き
続
き

在
学
予
定
の
方
へ
、
３
月
下
旬
に
基
礎

年
金
番
号
等
の
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形

式
の
学
生
納
付
特
例
申
請
書
が
送
付
さ

れ
て
い
ま
す
。
同
一
の
学
校
に
在
学
す

る
場
合
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
最
小

限
の
記
載
事
項
を
記
入
す
る
だ
け
で
申

請
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
在
学

証
明
書
や
学
生
証
は
不
要
で
す
。        

　

な
お
、
は
じ
め
て
学
生
納
付
特
例
の

申
請
を
す
る
方
は
、
従
来
ど
お
り
在
学

証
明
書
等
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
は
学
生
納
付
特

例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
納
付
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
徳
島
北

年
金
事
務
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　国保では、世帯単位での加入ですが、全員が加入者 ｢被保険者｣ となり、加入・脱退などの手続きは
世帯主が行うことになっています。
　また、世帯主が国保に加入していなくても、国保加入者が一人でもいれば、保険税を納める義務は世
帯主にあります。

 健康推進課（☎６３７・３１１５）

第１回

ハ
〜
イ
、
こ
く
ね
ん
で
す
！

 

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
（
☎
６
５
５・
０
２
０
０
）

 藍住町
（保険者）

保険税を納める

医療費を請求する

国保加入者
（被保険者）

国保連合会
（審査委員会）

医療機関
（保険医）

保険証を交付する

審
査
を
行
い

医
療
費
を

請
求
す
る

診
察
す
る

国
保
連
合
会
を通じて 医療費を支払う

医
療
費
の

一
部
負
担
金

を
支
払
う                                                                                    

自営業者 農業、漁業等従事者

退職などで職場の
健康保険などをやめた人

臨時的事業のため事業者
に雇用されている人

 パート、アルバイトなど
で、職場の健康保険など
に加入していない人

 外国人登録をおこなって
いて、日本に１年以上滞
在する人
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徳
島
の
夏
を

代
表
す
る
阿
波

お
ど
り
の
本
番

が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
町
内

で
も
夜
に
な
る

と
ぞ
め
き
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
踊

り
の
練
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
か
ね
や
太
鼓
の
音
は
、
付
近

の
住
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

騒
音
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
練

習
を
す
る
皆
さ
ん
は
、「
必
要
以

上
の
音
を
出
さ
な
い
」「
夜
遅
く

ま
で
練
習
を
し
な
い
」
な
ど
の
マ

ナ
ー
を
守
る
よ
う
心
が
け
、
く
れ

ぐ
れ
も
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う

に
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

   

〜
町
民
の
皆
さ
ん
へ
〜

　

阿
波
お
ど
り
は
徳
島
県
に
と
っ

て
大
切
な
伝
統
芸
能
で
す
。
本
番

を
前
に
熱
の
こ
も
っ
た
練
習
が
行

わ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

 

教
育
委
員
会

　
　

    （
☎
６
３
７
・
３
１
２
４
）

阿
波
踊
り
の
練
習
は

マ
ナ
ー
を
守
っ
て

藍住歴史かるたは教育委員会で1,500円で販売しています。
また、町のホームページでも見ることができます。　　　　

 教育委員会（☎637・3128）

▼慶
けい

応
おう

2年（1866）に阿
あ

波
わ

各地に大
だい

被
ひ

害
がい

を
もたらした大

だい

洪
こう

水
ずい

を「寅の大水」といって、
吉
よしのがわりゅういき

野川流域では多数の溺
でき

死
し

者
しゃ

が出ました。板
ばん

東
どう

谷
だに

川
がわ

が旧
きゅうよしのがわ

吉野川に合流する乙瀬の東
ひがしはし

端の現
げん

堤
てい

防
ぼう

の上にはその時の犠
ぎ

牲
せい

者
しゃ

を供
く

養
よう

するためにお地
じ

蔵
ぞう

さんが建てられています。

▶阿波と都を結ぶ官道とし
ては南海道がありました。古
代南海道の阿波国の駅とし
ては「延

えん

喜
ぎ

式
しき

」に「石
いわ

隈
くま

」・「郡
こお

頭
ず

」の二つがあげられていま
す。石隈駅は鳴門市大麻町
付近、郡頭駅は板野町と考え
られています。南海道は、今
でもその多くが小さな生活
道路の一つとして埋もれて
います。

◀蜂
はち

須
す

賀
か

家
いえ

政
まさ

が阿波入部を果たすと、
農民に夫役を賦課する必要から、早く
も天

てんしょうき

正期から棟付改めを実
じっ

施
し

しまし
た。棟付改めは、ほぼ50年に一度の
割
わり

合
あい

で実施し、その結果を記録した棟
付帳は県内各地に一部分が残されてい
ます。

▲藍こなしやすくもの寝せ込
こ

みが行われた頃
ころ

、阿
波北方の女性は寝る間もないほど働きずくめてい
ました。そのため、北方の女性はよく働くと評

ひょうばん

判
で、「嫁

よめ

をもらうなら北方の女性（阿波女）」とい
われるほど信

しん

頼
らい

が寄
よ

せられてい
ました。

▲「矢上の大クス」は、樹
じゅ

齢
れい

1200〜
1400年と推

すい

定
てい

される県内で最も古い
クスノキの巨

きょ

樹
じゅ

で、江戸時代には名木と
して県下一円に知れ渡っていました。矢
上の大クスのある春日神社は、建

けん

仁
にん

3年
（1203）に奈

な

良
ら

春日大社へ寄
き

進
しん

して成
立した荘

しょうえん

園・矢上荘の鎮
ちん

守
じゅ

として設
もう

けら
れたといわれています。

か
る
た
紹
介

藍
住
歴
史

NO.2　か行
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いきいきと輝いて生きる社会 ●藍住町スローガン●

守れ人権  許すな差別

　最近の家庭では十年前にはあまり見聞きした事がなかった、次のようなことが
増えているような気がします。
          •　夫婦で歩いている
          •　どちらか早く帰宅した者が食事の支度をする
          •　時間に余裕のある者が洗濯をする
          •　最後に入浴をした者がお風呂掃除をする
　若い人たちほど実行しているかも知れませんが、無理をしているのではなく、
自然にそういう風にできているのは素敵なことだと思います。
　藍愛グループが各小学校で6年生を対象に食生活教室を開催しています。調理実習をしているとき、男女
の別なく上手にこなしている子もいて、家庭での生活ぶりを垣間見ることができ、ほのぼのとした気持ちに
なります。ランドセルも昔のように、男の子が黒、女の子が赤ではなく、好みの色を選んでいます。このよ
うに、幼いころから男女差なく感性豊かに育ってきた子どもたちは、きっと、これから先もお互いの個性を
尊重する大人に成長してくれることでしょう。
　家庭は社会の縮図です。夫婦が相手のことを思いやり、手を携えて、家庭を築いていく努力をすることに
よって、子どもたちにもその良い影響を与えられると思います。そして、そういう家庭が増えていくことで
良い地域社会が構築されることを願います。高齢化社会になった現在、夫婦だけになってもふたりで楽しめ
ることはもちろん、自分ひとりでも打ち込めることを持っているということも、大切なことだと思います。
　｢一人ひとりが、個人として尊重され、性別にとらわれることなく自らの意志と責任によって生き方を選
択できる、社会のあらゆる分野に対等の立場で参画し、創造し、共に発展を支えていく、そして、女性も、
男性も、いきいきと輝いて生きることができる社会｣（徳島県発行『男女共同参画社会づくり入門本−じぶん』
より抜粋）。これは、男女共同参画社会をあらわしています。しかし、それはそのまま、人権が守られた社
会の事だとも捉えることができるのではないでしょうか。　　　　　　　　おはなし　ぱれっと　徳元 月美

北小学校児童作品

つみとろう　心の中の　差別の芽　　　　　　　６年　笹田　卓嗣
大丈夫　その一言で　笑顔がふえる　　　　　　６年　神尾　雪弥
人権の花を咲かそう　この町に　　　　　　　　６年　福田　純梨
何気なく　言った言葉が　傷つける　　　　　　６年　青木　優佳
泣いてる子　見て見ぬふりも　いじめだよ　　　６年　服部　安奈

「やめようよ」心にひびく　勇気の言葉　　　　  ６年　吉田　新悟

人権標語

男女共同参画

６月23日〜29日は「男女共同参画週間」です
　男女が互いにその人権を尊重し、共に個性と能力を発揮できる男女共同参画社会の形成に向け、男女共同
参画社会基本法の目的や基本理念について理解を深めるため、「男女共同参画週間」が設けられています。
◇男女共同参画社会とは、男性と女性が、職場で、学校で、地域で家庭で、それぞれの個性と能力を発揮し、
いきいきと暮らせる社会です。その実現のためには行政だけでなく町民の皆さん一人一人の取り組みが必要
です。
　この機会に私たちのまわりの男女のパートナーシップについて考えてみましょう。

 企画政策課（☎637・3124）
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第
38
回　

藍
住
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日　
時　
　
７
月
17
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら

場　
所　
　

体
育
セ
ン
タ
ー

種　
目　
　

　

１
部
・
２
部　

男
・
女　

シ
ン
グ
ル
ス

　
　
（
自
己
申
告
に
よ
る
）

　

３
部　

男
・
女　
　

シ
ン
グ
ル
ス

　
　

�（
競
技
開
始
１
年
未
満
も
し
く
は
小
学

生
３
年
生
以
下
）

参
加
規
程　
町
内
在
住
者
ま
た
は
、
町
内
事

　

業
所
に
勤
務
す
る
者

参
加
費　
　

１
人　
　

　

一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）
５
０
０
円　

　

小
学
生　

３
０
０
円

申
込
締
切　
７
月
１
日
（
金
）

※�

事
故
等
の
責
任
は
負
え
ま
せ
ん
の
で
、
十

分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

シ
ャ
ト
ル
は
、大
会
本
部
で
用
意
し
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

募
　
　
　
集

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
＆

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会  

 〝
体
を
ほ
ぐ
し
て　
い
い
気
持
ち
〜
♪
〟

日　
時　
　

６
月
27
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時

場　
所　
　

体
育
セ
ン
タ
ー

内　
容　
　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
フ
ァ
ミ
リ

　

ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

参
加
費　
　

無
料

　

小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

主　
催　
　

町
体
育
指
導
委
員
会

　
　
　
　
　

町
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　

　
教
育
委
員
会
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

　
日　
時　
　

６
月
28
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

場　
所　
　

福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階

対
象
者　
　

男
性

準
備
物　
　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

内　
容　
　

夏
野
菜
の
ピ
ザ　

他

定　
員　
　

20
人
（
申
込
順
）

参
加
費　
　

５
０
０
円

申
込
期
間　
６
月
17
日
（
金
）
〜
22
日
（
水
）

主　

催　
　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会　
　

　
　
　
　
　
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」

 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
） 

男
性
料
理
教
室
（
申
込
17
日
か
ら
）

　

身
近
な
暮
ら
し
や
社
会
に
あ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
で
一
緒
に
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

実
施
日　
　

年
間
６
回
〔
一
覧
表
参
照
〕

時　
間　
　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

場　
所　
　

町
民
シ
ア
タ
ー
〔
役
場
４
階
〕

参
加
費　
　
無
料〔
町
外
研
修
の
一
部
を
実
費
負
担
〕

対
象
者　
　

町
内
在
住
者
・
町
内
勤
務
者

定　
員　
　

50
人
〔
登
録
制
の
講
座
生
〕

参
加
方
法  

　
登
録
制

　

＊
６
回
の
全
講
座
を
受
講
で
き
る
方

　
　
〔
登
録
制
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
〕

　
自
由
参
加

　

＊
１
〜
２
講
座
の
受
講
可
能
な
方

　
　
〔
た
だ
し
町
外
現
地
研
修
は
除
き
ま
す
〕

申
込
期
間　
６
月
15
日
（
水
）
〜
６
月
30
日
（
木
）

※�

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。（
自
由
参
加
の
方
は
、　

各
講
座
日
の

前
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

※�

講
師
等
の
都
合
に
よ
り
、
日
時
や
内
容
を
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

主　
催　
　

町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

共　
催　
　

町
・
町
教
育
委
員
会

 

教
育
委
員
会
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

人 

権 

講 

座 

開 

催

【日程と学習内容】
月　　日 人権課題  講　　師　　等

第１回 ８月（調整中） 人権ワークショップ 講師：松原　徹子さん
第２回 ９月８日（木） 様々な人権問題 講師：木村　清志さん
第３回 10月21日（金） 障がいのある方 講師：飯田　ひとみさん
第４回 11月（調整中） 女性 講師：（未定）
第５回 １月25日（水） バリアフリーデザイン 講師：中村　正則さん
第６回 ２月11日（予定） 町外現地研修 京都市（予定）
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日　
時　
　

７
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場　
所　
　

保
健
セ
ン
タ
ー　

内　
容　
　

膝
痛
予
防
と
体
操
、
ス
ト
レ
ッ

　
　
　
　
　

チ
な
ど

講　
師　
　

県
理
学
療
法
士
会　

　
　
　
　
　
　

上
田　

隆
志　

先
生

準
備
物　
　

バ
ス
タ
オ
ル
・
フ
ェ
イ
ス
タ
オ

　

ル　

各
１
枚
、
水
分
補
給
で
き
る
も
の

　
（
運
動
し
や
す
い
服
装
・
靴
で
お
越
し
く

　

だ
さ
い
）

定　
員　
　

30
人
（
申
込
順
）

申
込
期
間　
６
月
17
日
（
金
）
〜
30
日
（
木
）

主　
催　
　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」
運
動
部

 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
） 

　

身
体
や
知
的
の
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象

と
し
た
講
座
で
す
。

●
知
的
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
し
た
講
座

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ジ
ャ
ス
ト
ス
マ
イ
ル

を
使
っ
て
、
絵
を
描
い
た
り
自
分
の
名
刺
を

作
成
し
ま
す
。

　

そ
の
他
楽
し
い
内
容
を
た
く
さ
ん
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。

日　
時　
　

8
月
5
日
〜
9
月
9
日

　
　
　
　
　

毎
週
金
曜
日
（
全
6
回
）　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場　
所　
　

福
祉
ホ
ー
ム
リ
ズ
ム　

１
Ｆ

　
　
　
　
　

地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス

　
　
　
　
　

藍
住
町
矢
上
字
安
任
56
・
５

定　
員　
　

10
人

費　
用　
　

無
料

締
切
日　
　

7
月
29
日
（
金
）

健
康
体
操
（
申
込
17
日
か
ら
）

障
害
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

い
ろ
い
ろ
な
ピ
ザ
を
味
わ
い

ま
し
ょ
う
！
（
申
込
17
日
か
ら
） 

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と

１
泊
キ
ャ
ン
プ

日　
時　
　

７
月
８
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

場　
所　
　

勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
調
理
室

内　
容　
　

調
理
実
習

　
（
新
作
物
ピ
ザ
・
フ
ル
ー
ツ
ピ
ザ
・
夏
野

　

菜
ピ
ザ
）

　

Ａ
Ｉ
─
１
Rづ
く
り（
え
ひ
め
Ａ
Ｉ
─
１
R…

　

台
所
、
お
風
呂
、
ト
イ
レ
な
ど
の
ヌ
メ
リ

　

と
り
で
す
）

川
遊
び
、
ピ
ザ
作
り
を
体
験
し
よ
う
！

日　
時　
　

７
月
28
日
（
木
）
〜
29
日
（
金
）

　
　

午
前
８
時
出
発　

午
後
２
時
ご
ろ
帰
町

場　
所　
　

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と　

他

対
象
者　
　

町
内
の
小
学
３
〜
６
年
生

定　
員　
　

30
人
（
申
込
順
）

参
加
費　

　
　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
３
、５
０
０
円

　
　

会
員
外
５
、０
０
０
円

準
備
物　
1
日
目
の
昼
食
、
水
筒
、
着
替
え
、

　
　

タ
オ
ル
等

申
込
締
切　
7
月
16
日
（
土
）

※�

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
参
加
費
と
保

険
証
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
（
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

　

訓
練
科　
　

Ｉ
Ｔ
技
能
科
１

訓
練
期
間　
８
月
16
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

〜
11
月
15
日
（
火
）

場　
所　
鳴
門
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ

　
　
　
　

ー
（
鳴
門
市
撫
養
町
）

受
講
料　
無
料
（
教
材
費
等
別
）

対
象
者　
離
転
職
者
で
、
公
共
職
業
安
定
所

定　
員　
　

20
人
（
申
込
順
）

参
加
費　
　

１
０
０
円

準
備
物　
　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ
き

　

タ
オ
ル
、
５
０
０
㎖
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
本

申
込
期
間　
6
月
17
日
（
金
）
〜
22
日
（
水
）

担　
当　
　

町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会　

　
　
　
　
　
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」
生
活
環
境
部

 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

●�

身
体
や
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に

し
た
講
座

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
年
賀
状
作
成
、
ワ
ー

ド
、
動
画
作
成
、
ブ
ロ
グ
作
成
の
各
コ
ー
ス

を
行
い
ま
す
。

※�

ご
希
望
の
コ
ー
ス
を
選
択
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

日　
時　
　

9
月
16
日

　
　
　
　
　
　

〜
平
成
24
年
2
月
17
日

　
　
　
　
　

毎
週
金
曜
日
（
全
21
回
）　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場　
所　
　

福
祉
ホ
ー
ム
リ
ズ
ム　

１
Ｆ

　
　
　
　
　

地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス

　
　
　
　
　

藍
住
町
矢
上
字
安
任
56
・
５

定　
員　
　

10
人

費　
用　
　
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

申
込
締
切　
8
月
31
日
（
水
）

 

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
凌
雲

　
（
☎
６
９
３
・
１
１
１
７
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
６
９
２・

　

６
７
７
６
）
担
当　

井
原
・
楠

　

か
ら
受
講
指
示
ま
た
は
受
講
推
薦
を
受
け

　

た
人（
学
歴
・
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

申　
込　
６
月
22
日（
水
）〜
７
月
20
日（
水
）

　

ま
で
に
鳴
門
職
業
安
定
所
へ

　
鳴
門
職
業
安
定
所
（
☎
６
８
５
・
２
２

　

７
０
〜
２
）
鳴
門
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
☎

　

６
８
６
・
４
７
５
２
）

鳴
門
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
８
月
入
校
の
訓
練
生
を
募
集

■ 広報あいずみ11 № 808 



藍
住
歩
こ
う
会

「
町
境
を
歩
く　
東
側
コ
ー
ス
」

　

梅
雨
の
ジ
メ
ジ
メ
気
分
は
登
山
で
解
消
し

ま
し
ょ
う
！

日　
時　
　

�
６
月
18
日
（
土
）
午
前
９
時
集
合

集
合
場
所　
大
麻
比
古
神
社
駐
車
場　

参
加
費　
　

５
０
０
円
（
保
険
料
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料

※
昼
食
・
コ
ッ
プ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※�

集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
は

集
合
時
間
の
30
分
前
に
体
育
セ
ン
タ
ー
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

　

相
談
は
当
日
、
受
付
順
に
行
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日　
時　
　

�

６
月
30
日
（
木
）
午
後
１
時
〜
５
時

　
　
　
　
　

予
約
不
要

場　
所　
　
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル（
県
郷
土
文
化
会
館
）

　
　
　
　
　

徳
島
市
藍
場
町
２
丁
目
14
番
地

内　
容　
　

　

民
事
問
題
（
土
地
建
物
、
交
通
事
故
、
金

　
　
　
　
　
　

銭
、
雇
用
問
題
な
ど
）

　

家
事
問
題
（
離
婚
、
相
続
、
夫
婦
、
親
子

　
　
　
　
　
　

関
係
な
ど
）

相
談
担
当
者

　

弁
護
士
を
含
む
調
停
委
員　

12
人

 �

徳
島
調
停
協
会
（
徳
島
地
方
・
家
庭
裁

判
所
内
）　
（
☎
６
２
６
・
１
５
８
７
）

大
麻
山
登
山
教
室

無
料
調
停
相
談

　

藍
住
町
は
意
外
に
広
か
っ
た
！
自
分
の
足

で
確
か
め
て
み
ま
せ
ん
か
？   

約
6
㎞
。

日　
時　
　

�

６
月
19
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
45
分
〜
正
午　

10
時
出
発

集
合
場
所　
緑
の
広
場
管
理
棟
前　

参
加
費　
　

３
０
０
円
（
保
険
料
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

相
　
　
　
談

心
配
ご
と
相
談
所「
休
日
相
談
日
」の
ご
案
内

　

こ
の
度
、「
休
日
相
談
日
」を
開
設
し
ま
す
。

　

普
段
の
生
活
で
、
何
か
困
っ
た
こ
と
や
悩

み
ご
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
休

日
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日　
時　
　

�

６
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場　
所　
　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー　

１
階

相
談
内
容　
　

　「
一
般
相
談
」　�

生
活
上
の
悩
み
や
家
族
家

庭
生
活
で
の
相
談
　

   　

相
談
員      

民
生
委
員

　

 「
法
律
相
談
」　�財
産
、
相
続
、
契
約
、
金

銭
契
約
な
ど
の
相
談

　
　

相
談
員      

弁
護
士

※
法
律
相
談
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
予
約
が

　

必
要
で
す
。

※
初
め
て
の
方
を
、
優
先
的
に
受
付
を
さ
せ

　

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
す
。

 

社
会
福
祉
協
議
会　
（
☎
６
９
２
・
９

　

９
５
１
）   （
相
談
所
専
用
☎
６
９
２
・
６

　

２
２
２ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
９
２
・
１
６
２
６
）　

　

花
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
花
友
会
で
は
、

花
の
育
成
や
除
草
作
業
な
ど
、
一
緒
に
活
動

花
友
会
会
員
募
集

花友会花壇のあじさい

で
き
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
も
な
活

動
日
は
、
毎
月
第
２
、
第
４
土
曜
日
の
午
前

中
1
時
間
程
度
で
す
。

　

ご
連
絡
を
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

教
育
委
員
会
内
花
友
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
電
話
６
３
７
・
３
１
２
８
）

心配ごと相談所カレンダー 【
６
月
・
７
月
相
談
日
の
お
知
ら
せ
】

6月

7月

日 月 火 水 木 金 土
15 16 17

税金相談
18

19 20 21
一般相談

22 23 24 25
休日相談

26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土
31 1 2

3 4
行政相談

5
一般相談

6 7 8 9

10 11
人権相談

12 13 14
法律相談

15
税金相談

16

17 18 19
一般相談

20 21 22 23

24 25 26 27 28
法律相談

29 30

※法律相談については完全予約制となっています。　※相談は無料・秘密厳守です。
●場所　福祉センター１階相談室
●こども相談（月曜日～金曜日　午前中）「富吉・東中富・奥野・徳命・西部・住吉・勝瑞の各児童館」
●保健相談（毎週月曜日　午後）…「保健センター」
●介護相談（随時受付）…「地域包括支援センター」
●年金相談（随時受付）…「住民課」
●時間　人権、行政相談は午後1時30分～3時30分、その他は午後1時～3時
●相談センター専用電話（☎692・6222）

広報あいずみ ■ 12№ 808 



法
務
局
常
設
相
談
所

　
　
　
　
電
話
番
号
統
一

　

法
務
局
で
は
、
相
談
者
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
４
月
18
日
か
ら
常
設
相
談
所

の
電
話
番
号
を
全
国
統
一
の
も
の
と
し
、
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
に
電
話
す

る
と
、
管
轄
法
務
局
の
人
権
相
談
室
に
直
接

つ
な
が
り
ま
す
。

　

１
人
で
悩
ま
ず
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

   

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

     　
　
　
　
　

  

ぜ
ろ
ぜ
ろ
み
ん
な
の
ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん

  

０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

＊
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
導
入
後
も
、
従
来
の
電
話

番
号
（
法
務
局
代
表
）
に
直
接
電
話
す
る
こ

と
は
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
現
行
の
専
用
相
談
電
話
「
子
ど
も

の
人
権
１
１
０
番
（　

０
１
２
０
・
０
０
７
・

１
１
０
）」
と
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
（
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０
）」
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

徳
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
（
☎
６
２
２
・
４
１
７
１
）

○ホームゲームご案内
　６月25日（土）18：30～
　　ＶＳ　湘南ベルマーレ

藍住町民デー開催‼ 徳島ヴォルティス

　７月16日、スタジアムにお越しいただいた藍住町にお住まいの方、先着500人をゲームの観戦に無料でご招待
します。プレゼントやステージイベントなど楽しい催し物もあります。ぜひ、この機会に、ご家族でお越しください。
開催日時　　７月16日（土）  雨天決行　午後６時30分キックオフ（開場：午後４時30分）
場　　所　　鳴門・大塚スポーツパーク ポカリスエットスタジアム
対　　戦　　徳島ヴォルティスVS東京ヴェルデｨ
入場方法　　広報あいずみ６月号または藍住町民とわかるもの（免許証など）を持って、チケット引換ブー
　　　　　　スまでお越しください。観戦チケット（ホーム自由席）をお渡しします。
チケット交換時間　　午後４時から午後７時30分
注意事項　　スタジアムに缶・ビンの持ち込みはできません。

  町民号（マイクロバス）が出ます。
　高齢者、中学生・高校生など車の運転ができない
方限定です。
　時　　間　午後４時30分　役場前出発
　　　　　　午後８時30分　スタジアム出発
・乗車には事前申し込みが必要です。（先着25人）
・ 小学生以下は保護者同伴となります。
・当日の連絡等のため、携帯番号をお知らせくださ
い。
【募集期間】６月20日（月）〜30日（木）
【応募方法】
　町ホームページまたは、企画政策課窓口にある参
加申込用紙に必要事項を記入の上、メール、ＦＡＸ、
郵送または、企画政策課までお持ちください。
　申し込み人数が多い場合は、抽選となります。
　参加決定者には、７月８日（金）までに通知します。

  企画政策課（☎６３７・３１２４　FAX ６３７・３１５５）

  観戦イベント参加者募集
１　フェアプレーフラッグベアラー
　募集人数　小学生高学年　８人
　内　　容　�選手入場の時にフェアプレーフラッグを持って

入場します。
　集合時間・場所　午後６時　正面玄関前　
２　クラブフラッグベアラー
　募集人数　小学生高学年　６人
　内　　容　�選手入場の時にクラブフラッグを持って入場し

ます。
　集合時間・場所　午後６時　正面玄関前
３　スタジアム観戦ツアー
　募集人数　親子20人（小中学生とその保護者）
　内　　容　�普段見ることのできないスタジアムの裏側を徳

島ヴォルティスのスタッフの案内で見学します。
　集合時間・場所　午後３時50分　正面玄関前
　実施時間　　　　午後４時〜午後５時（予定）

　７月９日（土）18：30～
　　ＶＳ　ザスパ草津

○試合会場　ポカリスエットスタジアム
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★
お
は
な
し
会

　

毎
週
日
曜
日　

午
後
２
時
か
ら

 

★
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

　

６
月
22
日
（
水
）、
７
月
13
日
（
水
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

 

★
井
隅
読
書
会

　

毎
月
第
１
木
曜
日

　

７
月
７
日　

午
前
10
時
か
ら

　
〈
７
月
の
課
題
図
書
〉

　
　

�「
よ
だ
か
の
星
」　　
　

宮
沢　

賢
治

 　
休
館
日

・
毎
週
月
曜
日

・
図
書
整
理
日　

６
月
16
日
（
木
）

 

図
書
館
（
☎
６
９
２
・
０
０
７
０
）

図
書
館
の
行
事

藍
の
館
イ
ベ
ン
ト

 　
「
藍
と
舞
」
コ
ラ
ボ
展　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

藍
の
家
具　
開
催
中

　

徳
島
伝
統
産
業
で
あ
る
阿
波
藍
と
、
か
つ

て
の
日
本
三
大
産
地
で
あ
っ
た
徳
島
の
木
工
、

二
つ
の
異
業
種
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
生
ま
れ
た
新
感
覚
の
家
具
、
未
来
形
藍

の
家
具
の
展
示
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ　
藍
の
館　

西
寝
床

主　
催　

�

舞
工
房
（
☎
０
９
０
・
４
３
３
０
・

７
１
６
９　

担
当　

多
田
）

ア
ニ
メ
風
似
顔
絵
〜
７
月
開
催
予
定
〜

　

ア
ニ
メ
風
の
似
顔
絵
描
き
ま
す
。
お
子
様

や
お
孫
様
と
一
緒
に
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。
写
真
か
ら
で
も
、
似
顔
絵
の
作
成
で
き

ま
す
。

日　
時　
　

�

７
月
16
日
（
土
）、
17
日（
日
）、

18
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

場　
所　
　

藍
の
館　

展
示
室

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー  　

　
　
　
　
　

東　

早
紀
（H

IGA
SI SA

K
I

）

価　
格　
　

色
紙
サ
イ
ズ

　
　
　
　
　

１
枚
１
、０
０
０
円

催
し
物
・
そ
の
他

第
１
日
曜
日　

琵
琶
演
奏
体
験

第
１
月
曜
日　

ぞ
め
き
演
奏

第
２
日
曜
日　

尺
八
演
奏

第
３
日
曜
日　

琴
演
奏
体
験
学
習

＊�

各
演
奏
・
体
験
は
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

ま
で
で
す
。（
ぞ
め
き
演
奏
の
み
午
後
２

時
ま
で
）

 

藍
の
館
（
☎
６
９
２
・
６
３
１
７
）

　

町
新
作
物
研
究
会
の
会
員
が
丹
精
込
め
て

作
っ
た
新
鮮
野
菜
の
産
直
市
を
開
催
し
ま

す
。

日　
時　
　

平
成
23
年
７
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
か
ら
11
時
ま
で

※
雨
天
決
行
（
売
り
切
れ
し
だ
い
閉
店
）

場　
所　
　

み
ど
り
の
広
場
管
理
棟

主　
催　
　

町
新
作
物
研
究
会

 

建
設
産
業
課　

　
　
　
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
０
）　

　

勝
瑞
城
館
跡
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
動
物

の
骨
が
出
土
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
食
べ
ら

れ
た
も
の
や
、
勝
瑞
城
館
で
飼
わ
れ
て
い
た

も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
今
回
、
出
土

し
た
動
物
の
骨
な
ど
の
調
査
を
実
施
し
た
結

果
、
土
器
や
陶
磁
器
か
ら
だ
け
で
は
分
か
ら

な
い
勝
瑞
城
館
に
お
け
る
中
世
の
人
々
の
生

活
の
一
コ
マ
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
時　
　

６
月
19
日
（
日
）　

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場　
所　
　

町
民
シ
ア
タ
ー
（
役
場
４
階
）

演　
題   

　
　
「
勝
瑞
城
館
跡
出
土
の
動
物
遺
体
調
査

　
　

か
ら
見
え
る
生
活
の
一
コ
マ
」

講　
師　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館　

　
　
　
　
　
　

教
授　

西
本　

豊
弘　

 

氏

参
加
費　
　
無　
　

料

主　
催　
　

町
教
育
委
員
会

 

教
育
委
員
会
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

産
地
直
売
市

勝
瑞
城
館
跡
特
別
講
演
会

　

藍
の
館
で
は
、
染
め
物
持
ち
込
み
に
よ

る
藍
染
体
験
が
で
き
ま
す
。

　

自
然
素
材
の
木
綿
・
麻
・
シ
ル
ク
に
限

り
ま
す
。

　

思
い
入
れ
の
あ
る
古
く
な
っ
た
洋
服

（
シ
ミ
が
付
い
た
も
の
、黄
ば
ん
だ
も
の
）

な
ど
を
藍
染
め
で
よ
み
が
え
ら
せ
て
み
ま

せ
ん
か
？

持
ち
込
み
体
験
価
格　

　

１
ｇ
15
円　

シ
ル
ク
の
み
１
ｇ
30
円

　

平
成
23
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更
新

手
続
き
は
、
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
だ
、
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
事
業

主
の
方
は
、
７
月
11
日
（
月
）
が
申
告
・

納
付
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
22
年

度
分
の
確
定
保
険
料
と
、
平
成
23
年
度
分

の
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納
付
手
続
を
、

「
労
働
保
険
確
定
・
概
算
保
険
料
申
告
書
」

に
よ
り
、す
み
や
か
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
徳
島
労
働
局　

労
働
保
険

徴
収
室
（
☎
６
５
２
・
９
１
４
３
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
労
働
保
険
の

　
　
年
度
更
新
の
お
知
ら
せ
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いきいきサロンのご案内

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会
板野西部青少年補導センター

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です

あいずみ俳壇

黄
水
仙
溝
の
潰
れ
し
Ｌ
Ｐ
盤　
　
　
　
　
　
　

安
曇　

統
太

ト
ー
キ
ー
は
昭
和
の
匂
い
街
お
ぼ
ろ　
　
　
　

上
窪　

則
子

田
植
機
の
エ
ン
ジ
ン
の
音
午
前
四
時　
　
　
　

桜
木　

葉
子

聖
五
月
生
き
る
意
味
な
ど
後
ま
わ
し　
　
　
　

田
子
閑
野
子

ほ
ろ
苦
き
つ
く
し
の
思
い
出
昨
日
の
よ
う　
　

武
田
み
も
ざ

ゆ
く
春
の
未
来
時
計
は
う
す
紅
色　
　
　
　
　

長
山　

雅
則

晩
春
の
あ
き
ら
め
と
い
う
夜
に
居
る　
　
　
　

原　

秀
樹

草
に
寝
て
う
つ
ら
う
つ
ら
の
場
雲
雀　
　
　
　

平
岡　

育
子

大
風
に
あ
が
ら
い
て
咲
く
白
牡
丹　
　
　
　
　

小
島
ト
ミ
エ

ラ
ン
ド
セ
ル
希
望
の
光
り
背
負
い
た
る　
　
　

吉
田　

和
代

加
章

料
峭
や
出
番
に
間
あ
る
座
敷
木
偶　
　
　
　
　

上
窪　

青
樹

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康
チェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各
地域老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック・（お話・体操・レクリエーション等）を行っています。

 社 会 福 祉 協 議 会（☎692・9951）
　　 地域包括支援センター（☎637・3175）

（氏　名） （年　齢） （住　　所）
金﨑　チヨ 94歳 勝瑞字成長
谷口カヨ子 93歳 矢上字原
藤田ハギノ 103歳 矢上字西
木村　一市 88歳 勝瑞字西勝地
齋藤　俊治 59歳 東中富字長江傍示
後藤　久代 63歳 勝瑞字東勝地
阿部　勝實 101歳 勝瑞字新田
山本　鶴子 86歳 東中富字北傍示
川野　輝男 75歳 矢上字原
國原　好一 71歳 勝瑞字成長
助野　　昇 75歳 東中富字北傍示
森本　純一 68歳 東中富字龍池傍示
谷　ミヤコ 95歳 住吉字藤ノ木
野村ちゑ子 57歳 富吉字穂実

（氏　名） （ふりがな）（性別） 　（父） 　（母） （住　　所）
山下　　健留 たける 男  知　輝・五　月 勝瑞字東勝地
服部　まはる まはる 女 慶　三・智　子 東中富字龍池傍示
新居　　陽春 ようしゅん 男 光　世・幸　子 徳命字小塚
奥村   　　碧 あお 男 明　裕・千　尋 乙瀬字出来地
藤村　   翔真 しょうま 男 和　朗・沙江子 東中富字権現傍示
新居 　  紅哉 こうや 男 直　人・由美子 矢上字安任
横手 　  胡海 くるみ 女 正　人・麻　美 徳命字前須西
元田 　  陽路 ひろ 男 直　人・光　代 勝瑞字幸島
則兼 　  大駕 たいが 男 忍　・暢　子 矢上字北分
笠井 　  陽詩 ひなた 女 諭　・須　磨 勝瑞字幸島
小野寺　律生 りつき 男 敏　晃・香　織 勝瑞字正喜地
犬伏  　 駿斗 はやと 男 誠　一・　梢 矢上字原
喜田 　  陸斗 りくと 男 康　弘・靖　子 奥野字豬熊
美間 　  葵羽 あおば 男 禎　司・由　貴 東中富字直道傍示
東野　   光琉 ひかる 男 義　弘・光　恵 勝瑞字成長
尾形　   心花 ここな 女 友　和・恵　理 矢上字春日
湊　　　央樹 おうき 男 雅　臣・佳代子 矢上字北分
広瀬  　 樹孝 みきたか 男 隆　・小図絵 富吉字穂実
山下  　 叶夢 かのん 女 充　由・理　恵 奥野字原
折坂   　　倖 こう 女 弘　行・恵実子 東中富字直道傍示
大塚  　 咲和 さわ 女 隆　行・早　苗 住吉字若宮
藤川　優夕花 ゆうか 女 拓　也・睦　美 勝瑞字幸島
藤川　明日花 あすか 女 拓　也・睦　美 勝瑞字幸島
小野木　陽菜 ひなの 女 壮　志・菜　央 徳命字新居須
大森　　陽智 ひさと 男 和　幸・美　樹 富吉字須崎
中川 　  真心 こころ 女 英　典・しのぶ 勝瑞字幸島
敷島 　  唯依 ゆい 男 宏　典・早　永 矢上字原
惣田 　  歩花 あゆか 女 真　人・知　子 奥野字乾
櫻間 　  晟吾 せいご 男 亮　・美　佳 徳命字前須西

おくやみ申し上げます
5月

上窪　青樹　選

こんにちは赤ちゃん 月
５

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

６月15日 水 午後１時30分
　　　～３時 徳命老人憩の家 健康チェック健康体操（運動指導士）

６月17日 金 午後１時30分
　　　～３時 東中富老人憩の家 健康チェック室内ゲーム

６月20日 月 午前９時30分
　　　～11時 住吉老人憩の家 健康チェック健康体操（運動指導士）

６月27日 月 午前９時30分
　　　～11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック健康体操（運動指導士）

６月27日 月 午後１時30分
　　　～３時 奥野老人憩の家 健康チェック健康体操（運動指導士）

７月４日 月 午後１時30分
　　　～３時 東部老人憩の家 健康チェック室内ゲーム

７月５日 火 午後１時30分
　　　～３時 西部老人憩の家 健康チェックカラオケ

７月６日 水 午後１時30分
　　　～３時 富吉老人憩の家 健康チェック室内ゲーム

７月11日 月 午前９時30分
　　～11時 住吉老人憩の家 健康チェック健康の話（理学療法士）
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増田クリニック

健診・禁煙指導・予防接種承ります。
●診療科目：内科・循環器科・

心臓血管外科・ペインクリニック内科

土
○

まで

金
○
○

木
○
／

水
○
○

火
○
○

月
○
○

診療時間

午後 ２：30～  ６：30

TEL：088 - 693 - 3020
藍住町役場東500ｍ

午前 9：00～12：30

西条北島線

徳島環状線

●はなまるうどん

●洋服の青山

●陸運局

●

エネオス
ＧＳマルナカ成長店●

サティア●

四国三郎橋▼

とくしま
耳鼻咽喉科

Ｎ

じ　  び いん こう か

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目 ： 耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科
TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店 南200m エネオスはいる

院長 棚本 洋文
（社）日本耳鼻咽喉科学会認 定 耳鼻咽喉科専門医
（社）日本アレルギー学 会認 定 アレルギー専門医

予約専用電話 088-683-3381

土

●
金

●
●

木

●
●

水火

●
●

月

●
●

診察時間

（ミミハイチバン）

８：45～12：00

14：30～18：30

医療法人
健 美 会

医療法人　凌雲会

稲次整形外科病院
救急告示・日本医療機能評価機構認定病院

診療科 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ー ○ ー
ー ー ー ー ー ○
○

AM
PM
AM

ー ー ー ー ○AM
PM ー ー ○ ー ー

ー

リハビリ科
整形外科
内　　科
形成
外科
脳神経

神経内科
外科

【Tel】692-5757
午前 ／ ９：００～１２：００
午後 ／ ２：００～  ６：００ ※日・祝日は急患のみ

・総合リハビリテーション施設　　　　  ・言語聴覚療法（Ⅰ）
・脳血管・運動器リハビリテーション（Ⅰ）　・回復期リハビリテーション病棟

365日・24時間
院内託児施設 あり
「ちびっこ園」

院長　湊　省

★診療時間★

★主な施設基準★

一斉清掃へのご協力ありがとうございました
　５月15日の一斉清掃は、たくさんの町民の皆
さんにご参加いただきありがとうございました。
　当日は、さわやかな五月晴れのもと、公園、
道路脇のごみや草木、排水路の汚泥等が取り除
かれ、町全体が美しくなりました。
  今後とも町内の環境美化を推進し「美しく住み

良い町づくり」にご協力をいただきますようお願いします。　　　
　  生活環境課（☎637・3116）
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※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。


